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静同地学 26号 (1974)

の による 没京本
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富士郡芝川町の，富士川支流稲子谷には，埋没林の存在することが確認されたO その は，同町上稲

，向田

地域である。

日向橋上流約 350m地点一稲子小学校下流約 1，000m地点関，約 1，350mの， } 11沿いの

では の東側の河床付近に限られ，飽 の の内側に埋められている O

日向橋付近左岸には，シルト質粘土層中に，大小の倒木が埋れ木として露出し，かつては採掘された O

樹種はスギ・ヒノキ・カシ・ホウその飽の雑木である O

C 14法などによる測定未了の現在では，

対比すれば(別表) ，この埋没林は，

なる推定の域を出ないが，侵食地形・段丘・権積の状態から

(縄紋海進)によって，比較的急速に埋没したものと推

され，今後C14法などによって，約 7，000 以前の， より C十の の年代が得られるも

のと期待されるo ( につづく)
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第 1図 有楽町海道による埋没林(1):稲子小学校東側の稲子川河床(右岸側) ，樹種:スギ古期段丘探層上に生育したもの，

さ 1m残存，上端の直径NS95cm，EW80cm，周問地上 50cmで430cm ・上端で 279cm ・年齢推定 100年士，現生の杉よ

りはるかに粗く，殊に外部程粗い伴輪の幅107llJll士)，現代よりも著しく高温多湿であったものと推定される O 保存状態は良好

である O



第 3国 有楽町海進による埋没林 (3)稲子小

学校東側の稲子川河床(左岸側)，樹種:スギ，

高さ約 50cm残存，上端の直径 NS143cm，

EW 100 cm，年輪推定 165年士 O

第 5国 古富士淀流による埋没林:

田j関井川右岸，樹種:ヒノキ，露出する部

分の高さ 5m，直径 50cm，樹齢 500年。
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第 2国 有楽町海進による理没林(2):稲子小

学校東側より見た稲子川上流(北方〉の埋没

林地域，多くの直立樹 e埋れ木が存荘した O

第 4図 有楽町海道による盟没林(3):稲子小

学校東側の稲子JII河床(左岸)，埋れ木，樹種

:スギ O



の は， に治してあるれこの は， のiま を?

臨北にはしt)，これを土震に には，中新理:1:表部の富士山層群上部・上部躍の浜石話機躍が分手詳し，

の

は， す， の

ヒン去などの 入 けている Q
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i河床の樫没林 1970年 7丹，

で，埋没林は厚さ約 10mの古富士泥流層によって

るO また?この

し， ヒン
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された O 地点は潤井J[I出

されている O 樹種はスギ，

問

中橋下流約 150m

ヒノキなどで， の液体シンチレーションによる C14年代測定結果では， 19，500年土前と

された O またヒノキの年輪密度から，当時の気候は 60 ，""，-， 70Cと推定されている O
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